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浜
田
久
美
子
氏
（
以
下
「
著
者
」
と
称
す
）
は
、
二
〇
一
一
年

に
研
究
書
と
し
て
『
日
本
古
代
の
外
交
儀
礼
と
渤
海
』（
同
成
社
、

以
下
「
前
著
」
と
称
す
）
を
上
梓
し
、
古
代
日
本
と
渤
海
の
外
交

儀
礼
に
注
目
し
て
研
究
を
さ
れ
て
き
た
。
著
者
は
こ
の
間
、
両
国

の
交
流
を
示
す
根
本
史
料
で
あ
る
外
交
文
書
に
注
目
し
、
主
宰
者

の
一
人
と
し
て
立
ち
上
げ
た
「
国
書
の
会
」
の
成
果
と
し
て
『
訳

註
日
本
古
代
の
外
交
文
書
』（
八
木
書
店
、
二
〇
一
四
年
）
を
刊

行
し
、
二
〇
二
一
年
に
は
『
古
代
日
本
対
外
交
流
史
事
典
』（
八

木
書
店
）
を
編
集
す
る
な
ど
、
古
代
の
対
外
関
係
史
を
牽
引
す
る

気
鋭
の
研
究
者
で
あ
る
。
他
方
、
国
会
図
書
館
で
長
年
勤
務
さ
れ

た
経
験
を
踏
ま
え
て
出
版
し
た
『
日
本
史
を
学
ぶ
た
め
の
図
書

館
活
用
術
：
辞
書
・
史
料
・
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
』（
吉
川
弘
文
館
、

二
〇
二
〇
年
）
は
初
学
者
に
と
っ
て
大
変
有
益
な
書
で
あ
る
。

　

さ
て
、
本
書
は
著
者
二
冊
目
の
研
究
書
で
あ
り
、
前
著
刊
行
後

の
二
〇
一
四
～
一
九
年
に
発
表
さ
れ
た
諸
論
文
を
大
幅
に
改
訂
し

た
七
本
の
論
稿
と
、
三
本
の
新
稿
お
よ
び
序
章
・
終
章
か
ら
な
る
。

ま
た
、
前
著
が
お
も
に
八
・
九
世
紀
の
日
本
史
料
を
中
心
と
し
た

論
文
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
本
書
は
七
世
紀
以
前
の
東
ア
ジ
ア
や

中
国
・
朝
鮮
史
料
を
も
検
討
の
対
象
と
し
て
お
り
、
時
代
や
地
域

の
広
が
り
と
と
も
に
深
み
の
あ
る
研
究
と
な
っ
て
い
る
。
以
下
、

各
論
文
の
概
要
を
紹
介
し
、
本
書
の
特
色
や
意
義
な
ど
を
述
べ
る

こ
と
と
す
る
。

　

序
章
「
礼
制
か
ら
み
る
古
代
の
東
ア
ジ
ア
」
で
は
、
本
書
の
検

討
対
象
と
そ
の
研
究
史
、
内
容
と
構
成
に
つ
い
て
述
べ
る
。
本
書

で
は
礼
制
に
関
す
る
「
礼
の
普
遍
性
」、「
君
主
間
の
外
交
関
係
」、

「
主
客
関
係
の
待
遇
と
し
て
の
賓
礼
」
と
い
う
三
点
に
注
目
し
、

【
書 

評
】

浜
田
久
美
子
著
『
日
本
古
代
の
外
交
と
礼
制
』

近
　
藤
　
　
　
剛
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古
代
日
本
の
外
交
に
つ
い
て
再
考
す
る
。
日
本
古
代
史
に
お
い
て

は
、
国
家
形
成
の
主
軸
に
律
令
法
を
据
え
て
い
た
た
め
に
、
礼
が

律
令
法
の
継
受
と
と
も
に
論
じ
ら
れ
、
礼
は
法
と
と
も
に
王
権
に

よ
っ
て
定
め
ら
れ
た
と
研
究
史
を
辿
る
。
著
者
は
古
代
日
本
の
法

に
取
り
込
ま
れ
た
礼
を
検
討
す
る
の
で
は
な
く
、
東
ア
ジ
ア
全
体

を
視
野
に
入
れ
、
外
交
の
場
で
表
出
す
る
礼
を
考
察
し
、
古
代
の

新
羅
や
渤
海
と
の
関
係
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

そ
れ
に
よ
り
、
従
来
中
国
の
影
響
を
受
け
な
が
ら
、
法
と
同
様
に

周
辺
国
が
独
自
に
形
成
す
る
と
み
ら
れ
て
き
た
礼
秩
序
を
、
両
国

の
関
係
性
を
も
と
に
運
用
さ
れ
る
東
ア
ジ
ア
の
「
共
通
」「
共
有
」

の
概
念
と
し
て
捉
え
直
す
こ
と
に
挑
戦
す
る
。

　

第
一
部
「
礼
制
と
交
通
」
は
二
本
の
論
文
か
ら
な
る
。

　

第
一
章「
日
唐
交
通
と
朝
鮮
半
島
」で
は
、中
国
古
典
の『
儀
礼
』

聘
礼
に
み
え
る
「
仮
道
の
礼
」
を
手
が
か
り
と
し
て
、
七
世
紀
ま

で
の
倭
国
の
対
中
国
外
交
に
お
け
る
朝
鮮
半
島
の
役
割
を
考
察
す

る
。
倭
国
は
隋
代
で
は
百
済
の
仲
介
で
、
唐
代
に
は
新
羅
経
由
で

中
国
を
往
来
し
た
。
い
ず
れ
も
使
節
は
朝
鮮
半
島
南
部
・
南
西
部

の
沿
岸
を
経
由
す
る
必
要
が
あ
っ
た
が
、
そ
れ
を
可
能
に
し
た
の

は
、
四
・
五
世
紀
以
来
の
倭
人
と
加
耶
諸
国
と
の
交
流
の
拠
点
が

存
在
し
、
そ
れ
が
国
家
の
枠
を
超
え
て
機
能
し
て
い
た
と
仮
定
す

る
。
そ
し
て
高
句
麗
が
、
倭
や
百
済
・
新
羅
に
よ
る
中
国
へ
の
朝

貢
路
を
塞
い
で
い
た
の
に
対
し
、
百
済
や
新
羅
が
倭
国
に
対
し
て

道
を
塞
ぐ
こ
と
を
し
な
か
っ
た
の
は
、
滞
り
な
い
往
来
を
維
持
す

る
路
次
国
と
し
て
の
中
国
に
対
す
る
外
交
儀
礼
で
あ
り
、
礼
制
が

周
辺
諸
国
の
関
係
に
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
た
こ
と
を
論
じ
る
。

　

第
二
章
「
八
・
九
世
紀
の
日
本
と
新
羅
─
遣
新
羅
使
再
々
考
─
」

で
は
、
律
令
国
家
期
の
日
羅
関
係
を
Ⅳ
期
に
わ
け
て
考
察
す
る
。

Ⅰ
期
で
は
大
宝
律
令
を
制
定
し
た
日
本
が
中
華
思
想
を
も
と
に
新

羅
を
蕃
国
に
位
置
づ
け
、
慶
雲
四
年
（
七
〇
七
）
に
文
武
天
皇
が

新
羅
聖
徳
王
を
宣
諭
す
る
慰
労
詔
書
を
発
給
す
る
と
、
日
羅
の
直

接
的
な
君
主
間
外
交
は
破
綻
し
た
。
そ
れ
に
続
く
Ⅱ
期
で
は
、
神

亀
三
年
（
七
二
六
）
ま
で
王
命
を
受
け
た
貴
族
主
導
の
外
交
形
態

に
変
化
し
、
宝
亀
十
年
（
七
七
九
）
ま
で
続
く
Ⅲ
期
で
は
、
新
羅

の
貴
族
主
導
の
外
交
で
交
易
的
性
格
が
強
ま
り
、
日
本
で
は
そ
の

対
応
を
大
宰
府
が
行
う
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
し
て
新
羅
国
内
の
混

乱
か
ら
日
本
へ
の
遣
使
が
な
く
な
り
、
日
本
か
ら
遣
唐
使
の
事
前

連
絡
の
使
者
が
派
遣
さ
れ
た
宝
亀
十
一
年
（
七
八
〇
）
以
降
を
Ⅳ

期
と
し
た
。
こ
の
中
で
、
Ⅱ
期
に
行
わ
れ
た
大
臣
外
交
を
、
従
来



101

の
王
と
は
異
な
る
次
元
で
の
外
交
で
は
な
く
、
王
の
外
交
権
の
も

と
で
貴
族
に
よ
っ
て
主
導
さ
れ
た
外
交
で
あ
っ
た
と
す
る
点
、
Ⅳ

期
に
お
け
る
遣
新
羅
使
が
、
遣
唐
使
往
復
の
事
前
連
絡
と
遭
難
時

の
保
護
依
頼
の
役
割
を
果
た
し
て
い
た
こ
と
に
つ
い
て
、
八
世
紀

初
頭
に
遡
る
こ
と
が
で
き
る
と
の
指
摘
は
重
要
で
あ
る
。

　

第
二
部
「
外
交
文
書
に
み
る
古
代
日
本
」
は
三
本
の
論
文
か

ら
な
る
。
第
一
章
「
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
文
書
外
交
と
相
互
認

識
」
で
は
、
八
・
九
世
紀
の
日
本
を
中
心
と
す
る
東
ア
ジ
ア
の
文

書
外
交
の
特
質
に
つ
い
て
、
君
主
間
文
書
と
役
所
間
文
書
と
を
整

理
し
て
そ
の
実
態
に
迫
る
。
新
羅
や
渤
海
は
唐
皇
帝
を
中
心
と
し

た
中
華
世
界
に
規
定
さ
れ
、
独
自
の
中
華
思
想
を
文
書
外
交
に
表

し
て
い
な
か
っ
た
の
に
対
し
、
日
本
は
自
国
中
心
の
中
華
思
想
か

ら
、
新
羅
や
渤
海
に
は
唐
と
同
じ
立
場
で
慰
労
詔
書
を
用
い
、
上

表
文
の
提
出
を
求
め
た
。
し
か
し
新
羅
や
渤
海
は
日
本
に
上
表
し

な
か
っ
た
点
で
日
本
の
中
華
世
界
は
成
立
し
て
い
な
か
っ
た
と
す

る
。
一
方
、
役
所
間
文
書
（
牒
）
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
日
羅
間
に

お
け
る
文
書
授
受
の
役
所
に
関
し
て
、天
平
宝
字
八
年
（
七
六
四
）

に
新
羅
の
執
事
部
（
後
の
執
事
省
）
が
日
本
の
太
政
官
で
は
な
く
、

大
宰
府
か
ら
の
「
報
牒
」
を
求
め
た
こ
と
を
取
り
上
げ
、
天
平
四

年
（
七
三
二
）
以
後
、
貴
族
主
導
の
新
羅
と
の
外
交
窓
口
が
大
宰

府
と
な
っ
た
流
れ
か
ら
、
こ
の
対
応
関
係
が
定
着
し
て
い
た
の
で

は
な
い
か
と
指
摘
す
る
。
ま
た
新
羅
康
州
の
対
日
外
交
に
お
け
る

位
置
づ
け
を
考
え
て
い
く
必
要
性
を
提
示
す
る
。
一
方
の
日
渤
間

に
お
い
て
は
、
日
本
の
太
政
官
と
渤
海
の
中
台
省
と
の
間
で
の
牒

状
の
や
り
取
り
が
な
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
中
で
、
儀
礼
の
一
環
と

し
て
渤
海
使
に
対
し
て
太
政
官
牒
が
下
賜
さ
れ
る
点
が
日
渤
外
交

に
お
け
る
特
異
性
で
あ
ろ
う
と
述
べ
る
。

　

第
二
章
「
大
宰
府
に
お
け
る
外
交
文
書
調
査
」
で
は
、
石
井
正

敏
氏
が
一
九
七
〇
年
に
発
表
し
た
「
大
宰
府
の
外
交
面
に
お
け
る

機
能
」
で
唱
え
た
「
国
書
開
封
権
」
を
め
ぐ
る
論
争
に
つ
い
て
、

論
点
の
整
理
と
課
題
を
抽
出
し
、
著
者
の
見
解
を
述
べ
る
。『
続

日
本
紀
』
天
平
十
五
年
（
七
四
三
）
四
月
甲
午
条
に
あ
る
「
書
奥

注
物
数
」
の
「
奥
」
字
を
蓬
左
文
庫
本
に
も
と
づ
い
て
「
直
」
字

で
あ
る
と
し
、
こ
の
書
を
新
羅
使
が
持
参
し
た
「
物
品
リ
ス
ト
」

と
解
釈
す
る
。
ま
た
、
宝
亀
四
年
（
七
七
三
）
の
渤
海
使
の
も
た

ら
し
た
「
表
函
」
に
つ
い
て
は
、『
善
隣
国
宝
記
』
の
検
討
な
ど

か
ら
、
旧
稿
の
理
解
を
改
め
て
中
西
正
和
氏
の
説
を
支
持
し
、
君

主
間
文
書
の
函
で
あ
っ
た
と
す
る
が
、
函
書
き
が
違
例
・
無
礼
で
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あ
っ
た
た
め
、
写
し
が
進
上
さ
れ
た
と
さ
れ
る
。
し
か
し
、
こ
の

時
行
わ
れ
た
能
登
国
司
に
よ
る
国
書
の
開
封
が
恒
例
と
な
っ
た
こ

と
に
つ
い
て
は
疑
問
と
し
、
実
態
と
し
て
は
朝
使
の
到
着
を
待
っ

て
国
書
が
開
封
さ
れ
て
い
た
と
理
解
す
る
。
そ
し
て『
続
日
本
紀
』

宝
亀
十
年
十
月
己
巳
条
に
み
ら
れ
る
「
渤
海
蕃
例
」
の
意
味
に
つ

い
て
、「
渤
海
使
来
着
時
の
よ
う
に
、
外
交
文
書
を
開
封
し
て
写

し
を
進
上
し
、
文
書
の
本
体
は
外
国
使
節
に
返
す
」（
一
七
四
頁
）

こ
と
で
あ
り
、
渤
海
使
が
君
主
間
文
書
を
持
参
し
た
こ
と
を
例
示

し
た
も
の
で
あ
り
、
誰
が
開
封
す
る
の
か
、
来
着
地
に
よ
る
開
封

が
渤
海
使
来
着
時
の
恒
例
だ
っ
た
の
か
に
つ
い
て
触
れ
た
も
の
で

は
な
い
と
し
、
次
章
に
て
こ
の
点
を
考
察
す
る
。

　

第
三
章
「
外
交
文
書
開
封
に
み
る
政
治
文
化
」
で
は
、
宝
亀
十

年
に
新
羅
使
金
蘭
孫
等
が
来
日
し
た
際
に
、
大
宰
府
に
対
し
て
、

上
表
文
が
あ
れ
ば
「
渤
海
蕃
例
」
に
準
じ
て
写
し
を
作
成
し
て
進

上
し
、
表
の
現
物
は
使
者
に
戻
す
こ
と
と
す
る
内
容
が
あ
る
こ
と

か
ら
、
こ
の
淵
源
に
つ
い
て
石
井
正
敏
氏
の
説
に
則
り
、
宝
亀
四

年
の
烏
須
弗
が
能
登
国
に
来
日
し
た
時
の
例
と
す
る
。
し
か
し
、

こ
れ
以
外
に
事
例
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
ず
、「
渤
海
蕃
例
」
が

恒
例
で
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
こ
と
を
強
調
す
る
。
次
に
「
渤
海

蕃
例
」
以
後
の
事
例
と
し
て
、『
類
聚
三
代
格
』
巻
十
八
・
天
長

五
年
（
八
二
八
）
正
月
二
日
条
に
あ
る
渤
海
使
王
文
矩
ら
が
も
た

ら
し
た
「
啓
牒
」（
渤
海
王
啓
と
中
台
省
牒
）
を
、
太
政
官
符
に

よ
る
中
央
か
ら
の
指
示
を
も
た
ら
す
「
朝
使
」
の
到
着
を
待
っ
て

但
馬
国
司
が
開
封
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
来
朝
理
由
を
問
う
朝

使
で
あ
る
存
問
使（
入
京
が
決
ま
れ
ば
引
率
の
領
客
使
を
兼
ね
る
）

に
よ
る
渤
海
国
書
の
開
封
は
、
弘
仁
五
年
（
八
一
四
）
に
来
日
し

た
渤
海
使
王
孝
廉
一
行
の
時
に
行
わ
れ
た
と
推
測
し
、
国
司
の
国

書
開
封
は
例
外
的
に
中
央
か
ら
の
指
示
を
受
け
て
行
わ
れ
た
も
の

で
、
国
司
が
自
発
的
に
行
う
「
権
利
」
で
は
な
い
と
す
る
。
こ
の

変
化
は
、
嵯
峨
朝
に
お
け
る
外
交
儀
礼
整
備
の
過
程
で
確
立
さ
れ

た
体
制
で
あ
り
、
桓
武
の
権
威
強
化
政
策
が
嵯
峨
朝
に
よ
る
存
問

使
に
よ
る
外
交
文
書
開
封
に
つ
な
が
る
政
治
文
化
の
萌
芽
と
み
な

せ
る
の
で
は
な
い
か
と
の
展
望
を
示
す
。

　

第
三
部
「
古
代
国
家
の
外
交
儀
礼
」
で
は
、
近
年
の
外
交
儀
礼

研
究
の
問
題
点
や
対
外
関
係
史
の
枠
組
み
が
広
が
っ
て
い
る
現
状

を
鑑
み
、
日
本
古
代
の
外
交
儀
礼
が
中
国
礼
制
の
受
容
に
収
斂
せ

ず
、
対
外
情
勢
に
起
因
し
て
独
自
に
形
成
さ
れ
る
も
の
と
し
て
検

討
す
べ
き
こ
と
を
指
摘
す
る
。
そ
れ
を
踏
ま
え
て
、
古
代
日
本
の



103

外
交
儀
礼
の
形
成
過
程
と
そ
の
特
質
の
考
察
を
行
う
こ
と
の
重
要

性
を
論
じ
る
。

　

第
一
章「「
賓
礼
」以
前
─
七
世
紀
ま
で
の
外
交
儀
礼
─
」で
は
、

ま
ず
六
世
紀
の
外
交
儀
礼
に
つ
い
て
、田
島
公
氏
が
指
摘
す
る「
古

い
形
の
外
交
形
式
」
の
形
成
過
程
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
六
世
紀

ま
で
の
倭
国
の
外
交
儀
礼
は
、
外
国
使
節
を
迎
え
る
迎
労
と
、
献

物
進
上
に
対
す
る
饗
応
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
群
臣
か
ら
王
へ
の

献
物
進
上
に
儀
礼
式
的
性
格
が
あ
る
と
い
う
。
前
者
に
つ
い
て
倭

国
や
朝
鮮
諸
国
で
は
、
中
国
で
行
わ
れ
る
国
境
と
王
畿
（
畿
内
）

境
で
の
二
段
階
で
の
迎
労
が
確
認
さ
れ
な
い
た
め
、
倭
国
の
儀
礼

は
朝
鮮
諸
国
の
影
響
を
受
け
て
形
成
さ
れ
た
と
指
摘
す
る
。
七
世

紀
に
な
る
と
、
推
古
十
六
年
（
六
〇
八
）
に
来
倭
し
た
隋
使
裴
世

清
が
小
墾
田
宮
で
受
け
た
儀
礼
か
ら
、
こ
れ
ま
で
客
館
で
行
わ
れ

て
い
た
饗
応
中
心
の
外
交
儀
礼
が
、
朝
廷
で
の
国
書
進
上
を
伴
う

も
の
に
変
化
し
た
こ
と
に
注
目
し
た
。
し
た
が
っ
て
、
七
世
紀
に

な
る
と
そ
れ
以
前
の
南
朝
の
儀
礼
だ
け
で
な
く
、
遣
隋
使
が
隋
で

体
験
し
た
儀
礼
に
基
づ
く
礼
制
も
導
入
さ
れ
、
裴
世
清
へ
の
儀
礼

は
、
隋
と
倭
国
の
儀
礼
の
複
合
型
と
み
る
。

　

第
二
章
「
律
令
国
家
の
外
交
儀
礼
」
で
は
、
八
世
紀
以
降
の
外

交
儀
礼
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
論
じ
る
。
八
世
紀
初
頭
で
は
入
京

を
前
提
と
す
る
外
交
儀
礼
を
元
日
朝
賀
へ
の
参
加
と
い
う
形
で
整

備
し
た
。
八
世
紀
半
ば
の
藤
原
仲
麻
呂
政
権
は
、
唐
令
の
体
系
的

受
容
を
機
に
賓
礼
で
あ
る
天
皇
出
御
の
国
書
・
献
物
進
上
儀
と
饗

宴
儀
を
整
え
た
。
仲
麻
呂
政
権
で
は
礼
制
を
政
治
的
に
利
用
し
、

新
羅
に
対
し
て
は
礼
の
不
成
立
を
新
羅
征
討
の
根
拠
と
し
、
渤
海

に
対
し
て
は
国
号
が
「
表
」
の
体
裁
を
満
た
し
て
い
な
く
て
も
賓

待
し
、
当
時
の
緊
迫
す
る
国
際
情
勢
の
な
か
で
積
極
的
な
外
交
政

策
を
執
っ
た
。

　

九
世
紀
に
な
る
と
外
交
儀
礼
の
対
象
が
渤
海
の
み
と
な
り
、
嵯

峨
朝
に
は
、
外
交
儀
礼
の
中
心
が
朝
賀
か
ら
饗
宴
儀
礼
に
移
り
、

文
章
経
国
思
想
の
も
と
で
文
人
官
僚
に
よ
る
漢
詩
文
交
流
と
交
易

を
行
う
外
交
形
態
と
な
っ
て
い
た
こ
と
を
最
大
の
画
期
と
す
る
。

淳
和
朝
に
な
る
と
、
経
費
節
減
を
訴
え
る
右
大
臣
藤
原
緒
嗣
の
働

き
か
け
で
、
一
紀
一
貢
の
年
期
が
制
定
さ
れ
、
渤
海
使
の
正
月
入

京
が
な
く
な
る
と
、
渤
海
へ
の
外
交
儀
礼
は
儀
式
と
し
て
固
定

化
・
形
式
化
さ
れ
、
仁
明
朝
に
「
承
和
の
新
体
制
」
と
し
て
再
編

さ
れ
た
と
す
る
。
以
上
の
考
察
に
よ
り
、
律
令
国
家
の
外
交
儀
礼

の
形
成
に
は
、
中
華
思
想
の
形
成
に
拠
る
段
階
、
体
系
的
な
礼
制
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の
導
入
に
よ
る
段
階
、
国
内
の
政
治
の
手
段
と
な
る
段
階
、
儀
式

と
し
て
固
定
化
さ
れ
る
段
階
な
ど
が
あ
る
こ
と
を
考
察
し
た
。
そ

し
て
、
現
実
的
な
外
交
関
係
に
立
脚
す
べ
き
外
交
儀
礼
本
来
の
在

り
方
が
機
能
し
て
い
た
の
が
藤
原
仲
麻
呂
政
権
ま
で
で
あ
っ
た
と

述
べ
る
。

　

第
四
部
「
藤
原
仲
麻
呂
の
渤
海
外
交
」
は
三
本
の
論
文
か
ら
な

る
。
第
一
章
「
遣
唐
使
藤
原
清
河
の
帰
国
策
」
で
は
、
天
平
勝
宝

四
年
（
七
五
二
）
に
入
唐
し
た
遣
唐
大
使
藤
原
清
河
の
帰
国
策
を

Ⅲ
期
に
わ
け
て
検
討
す
る
。
天
平
勝
宝
六
年
（
七
五
四
）
か
ら
天

平
宝
字
二
年
（
七
五
八
）
に
小
野
田
守
を
遣
渤
海
使
に
任
命
す
る

ま
で
の
Ⅰ
期
で
は
、
新
羅
と
の
関
係
悪
化
や
、
国
内
の
混
乱
に
よ

り
帰
国
策
を
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
仲
麻
呂
は
そ
れ
に
対
処

し
な
が
ら
政
権
の
拡
大
に
努
め
て
い
た
。
仲
麻
呂
に
よ
る
帰
国
策

が
具
体
的
に
動
き
出
す
の
は
Ⅱ
期
で
、
遣
渤
海
使
小
野
田
守
に
大

陸
で
の
情
報
収
集
を
行
わ
せ
る
と
と
も
に
、
渤
海
使
楊
承
慶
に
高

麗
（
渤
海
）
国
王
宛
の
慰
労
詔
書
を
送
り
、
清
河
の
帰
国
協
力
を

要
請
し
て
い
る
。
こ
の
時
に
、
迎
入
唐
大
使
使
高
元
度
を
派
遣
し

て
い
る
と
こ
ろ
ま
で
を
第
一
回
の
清
河
帰
国
策
と
す
る
。
し
か
し

唐
側
の
事
情
で
帰
国
が
認
め
て
も
ら
え
な
い
と
な
る
と
、
天
平
宝

字
五
年
（
七
六
一
）
十
月
に
、
二
回
目
の
帰
国
策
と
し
て
高
麗
大

山
を
渤
海
に
派
遣
す
る
。
大
山
は
帰
国
時
に
渤
海
使
王
新
福
を

伴
っ
て
い
る
が
、
渤
海
か
ら
唐
へ
の
「
朝
聘
路
」
が
不
通
で
あ
る

こ
と
を
聞
き
、「
迎
清
河
使
」を
送
り
出
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

仲
麻
呂
没
後
の
Ⅲ
期
で
は
、
唐
の
情
報
は
新
羅
ル
ー
ト
で
入
手
さ

れ
る
よ
う
に
な
り
、
渤
海
使
に
つ
い
て
も
北
陸
で
は
な
く
大
宰
府

へ
の
来
朝
を
要
求
す
る
よ
う
に
な
る
な
ど
、
Ⅱ
期
の
よ
う
な
積
極

的
に
遣
渤
海
使
を
派
遣
す
る
動
き
が
見
ら
れ
な
く
な
る
。
著
者
は

Ⅱ
期
と
Ⅲ
期
と
を
比
較
し
、仲
麻
呂
に
よ
る
積
極
的
な
帰
国
策
は
、

彼
の
政
治
基
盤
で
あ
る
近
江
や
越
前
と
密
接
で
あ
っ
た
こ
と
が
あ

る
と
い
う
。
し
か
し
Ⅲ
期
で
は
、
律
令
国
家
の
外
交
認
識
に
も
と

づ
く
制
度
的
・
受
動
的
な
外
交
姿
勢
に
よ
り
、
清
河
の
帰
国
が
実

現
し
な
か
っ
た
と
す
る
。
以
上
の
考
察
か
ら
日
渤
外
交
の
変
質
の

画
期
に
つ
い
て
、
従
来
は
七
六
二
年
に
渤
海
が
郡
王
か
ら
国
王
に

昇
格
し
、
唐
と
渤
海
と
の
関
係
が
好
転
し
た
こ
と
と
さ
れ
て
き
た

が
、
日
本
国
内
に
目
を
向
け
れ
ば
、
安
史
の
乱
の
混
乱
期
に
在
唐

者
の
帰
国
を
め
ぐ
り
奔
走
し
た
藤
原
仲
麻
呂
政
権
の
崩
壊
が
大
き

い
の
で
は
な
い
か
と
指
摘
す
る
。

　

第
二
章
「
藤
原
仲
麻
呂
と
「
高
麗
」
─
渤
海
の
「
高
麗
」
国
号
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を
め
ぐ
っ
て
─
」
で
は
、
ま
ず
天
平
十
九
年
（
七
四
七
）
に
朝
廷

は
高
句
麗
滅
亡
後
に
日
本
に
帰
化
し
た
肖
奈
公
大
山
や
同
広
山
に

「
肖
奈
王
」
姓
を
賜
い
、
天
平
勝
宝
二
年
（
七
五
〇
）
に
は
「
高

麗
朝
臣
」
を
贈
っ
た
こ
と
を
取
り
上
げ
、
こ
れ
を
肖
奈
王
と
い
う

「
客
（
蕃
客
）」
の
位
置
づ
け
か
ら
「
朝
臣
」
と
い
う
国
内
一
般
の

臣
下
と
同
等
に
な
っ
た
と
す
る
。
つ
い
で
渤
海
へ
の
「
高
麗
」
国

号
に
関
し
て
は
、
仲
麻
呂
政
権
の
対
渤
海
政
策
と
し
て
戦
略
的

に
「
高
麗
」
国
号
を
利
用
し
た
と
す
る
。
す
な
わ
ち
、
仲
麻
呂
政

権
以
前
の
天
平
勝
宝
年
間
ま
で
は
、
高
麗
朝
臣
の
外
交
起
用
で
高

句
麗
の
時
代
か
ら
の
親
密
さ
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
に
留
ま
っ
て
い
た

が
、仲
麻
呂
政
権
が
確
立
す
る
天
平
宝
字
年
間
に
な
る
と
、「
高
麗
」

の
意
味
が
高
句
麗
国
か
ら
渤
海
国
そ
の
も
の
に
読
み
替
え
ら
れ
た

と
す
る
。
そ
し
て
天
平
宝
字
三
年
の
「
高
麗
国
王
大
欽
茂
言
」
の

「
高
麗
」
部
分
は
、
か
つ
て
の
朝
貢
国
高
句
麗
を
継
承
す
る
意
図

で
「
高
麗
国
王
」
を
自
称
し
た
と
み
る
石
井
正
敏
氏
の
説
や
、
渤

海
の
国
内
発
展
に
も
と
づ
く
自
信
が
大
国
高
句
麗
の
継
承
国
を
自

称
さ
せ
た
と
す
る
赤
羽
目
匡
由
氏
の
説
を
退
け
、
日
本
側
で
作
ら

れ
た
記
載
と
解
釈
し
、
仲
麻
呂
政
権
の
渤
海
外
交
に
お
け
る
戦
略

で
あ
っ
た
と
述
べ
る
。
さ
ら
に
天
平
宝
字
八
年
に
来
日
し
た
新
羅

使
金
才
伯
等
の
来
日
に
伴
っ
て
発
給
さ
れ
た
乾
政
官
符
に
「
高
麗

国
」
が
見
え
る
こ
と
か
ら
、
仲
麻
呂
は
渤
海
だ
け
で
な
く
新
羅
に

対
し
て
も
渤
海
を
「
高
麗
」
と
表
そ
う
と
し
て
い
た
こ
と
に
注
目

す
る
。
す
な
わ
ち
、
東
ア
ジ
ア
を
視
野
に
い
れ
て
戦
略
的
に
「
高

麗
」
号
を
使
用
し
た
こ
と
と
な
り
、
唐
と
渤
海
の
関
係
な
ど
も
踏

ま
え
た
上
で
の
使
用
と
み
ら
れ
る
と
す
る
。
ま
た
、
仮
に
渤
海
王

が
「
高
麗
国
王
」
を
自
称
す
る
な
ら
、
そ
れ
は
唐
の
眼
に
触
れ
る

可
能
性
を
有
し
て
お
り
、
東
ア
ジ
ア
全
体
を
意
識
す
る
必
要
が
あ

る
と
い
う
。
大
欽
茂
も
日
本
の
「
高
麗
」
国
号
を
容
認
し
て
い
た

と
し
、
こ
れ
は
渤
海
の
自
尊
心
を
満
た
す
も
の
で
あ
っ
た
の
だ
ろ

う
と
し
、
以
上
の
こ
と
か
ら
、
仲
麻
呂
の
外
交
手
腕
は
軽
視
さ
れ

て
は
な
ら
な
い
と
す
る
。

　

第
三
章
「
渤
海
使
と
出
羽
国
」
で
は
、
渤
海
の
使
節
が
出
羽
国

に
到
着
し
た
こ
と
の
分
析
と
、
藤
原
仲
麻
呂
政
権
で
渤
海
の
出
羽

来
着
の
事
例
が
な
い
こ
と
に
注
目
し
、
日
渤
交
流
に
お
け
る
出
羽

の
位
置
づ
け
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
そ
の
結
果
、
出
羽
に
来
着
す

る
渤
海
使
節
に
つ
い
て
は
、
彼
ら
が
取
っ
た
航
路
（
北
回
り
航
路

や
日
本
海
横
断
航
路
）
や
規
模
、
目
的
な
ど
は
多
様
で
あ
っ
た
こ

と
を
整
理
す
る
。
律
令
国
家
は
渤
海
外
交
開
始
当
初
か
ら
高
句
麗
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時
代
の
先
例
に
も
と
づ
い
て
、
渤
海
外
交
の
窓
口
を
北
陸
と
し
、

仲
麻
呂
政
権
下
で
積
極
的
に
能
登
国
や
越
前
国
を
整
備
し
た
。
し

た
が
っ
て
、
出
羽
国
は
来
着
す
る
渤
海
使
に
は
対
応
し
た
が
、
外

交
基
地
に
は
な
ら
な
か
っ
た
と
述
べ
る
。
そ
し
て
平
安
時
代
の
事

例
か
ら
、
出
羽
国
は
東
ア
ジ
ア
世
界
の
交
易
拠
点
と
し
て
存
続
し

た
こ
と
を
推
測
す
る
。

　

終
章
「「
律
令
国
家
」
へ
の
問
題
提
起
」
で
は
、
本
書
で
述
べ

て
き
た
こ
と
を
ま
と
め
、
今
後
の
課
題
や
展
望
を
述
べ
る
。

　

こ
こ
ま
で
見
て
き
た
よ
う
に
、
本
書
は
四
部
構
成
で
、
各
部
は

分
か
ち
難
く
結
び
つ
い
て
い
る
。
序
章
に
お
い
て
中
国
か
ら
受
容

さ
れ
る
礼
制
が
、
各
国
で
独
自
に
作
ら
れ
る
法
と
は
異
な
り
、
東

ア
ジ
ア
諸
国
に
共
通
す
る
概
念
で
は
な
い
か
と
の
見
通
し
を
示

し
、
そ
の
問
題
に
つ
い
て
文
物
を
も
た
ら
す
使
節
が
用
い
る
交
通

路
や
、
外
国
使
の
性
格
を
第
一
部
で
扱
う
。
そ
の
考
察
か
ら
、
使

節
が
持
参
す
る
外
交
文
書
（
国
書
や
国
家
牒
）
の
特
質
お
よ
び
受

納
し
た
後
の
扱
い
に
関
し
て
第
二
部
で
取
り
上
げ
る
。
こ
の
検
討

を
通
じ
て
、
外
交
文
書
そ
の
も
の
か
ら
は
見
え
て
こ
な
い
両
国
の

関
係
性
や
礼
の
在
り
方
を
、
外
交
儀
礼
全
体
か
ら
追
究
し
た
の
が

第
三
部
で
あ
り
、
そ
こ
か
ら
藤
原
仲
麻
呂
政
権
の
特
殊
性
を
見
出

し
、
こ
の
点
に
つ
い
て
考
察
し
た
も
の
が
第
四
部
で
あ
る
。
次
々

と
深
み
に
わ
け
入
っ
て
い
く
よ
う
な
感
覚
を
評
者
は
覚
え
た
。
ま

た
、
本
書
に
あ
る
二
十
八
の
表
と
、
巻
末
に
あ
る
五
つ
の
附
表
の

存
在
は
大
変
参
考
に
な
っ
た
。
先
行
研
究
を
丹
念
に
集
め
、
そ
れ

に
関
連
す
る
史
料
を
提
示
す
る
だ
け
で
な
く
、
例
え
ば
遣
唐
使
を

め
ぐ
る
動
向
な
ど
を
時
系
列
に
沿
っ
て
示
す
こ
と
で
、
読
者
の
理

解
を
容
易
に
し
て
く
れ
て
い
る
。

　

次
に
本
書
の
意
義
に
つ
い
て
述
べ
る
。
こ
れ
ま
で
の
古
代
日
本

の
対
外
関
係
史
研
究
は
、
東
ア
ジ
ア
（
あ
る
い
は
東
部
ユ
ー
ラ
シ

ア
）
の
政
治
外
交
の
解
明
に
重
き
が
置
か
れ
、
外
交
文
書
の
内
容

を
は
じ
め
、
そ
の
形
式
や
書
儀
な
ど
の
分
析
、
あ
る
い
は
個
別
の

外
交
儀
礼
の
考
察
を
通
じ
て
二
国
間
の
相
互
認
識
な
ど
に
つ
い
て

検
討
が
な
さ
れ
て
き
た
。
そ
れ
に
対
し
て
、
本
書
で
は
一
連
の
外

交
活
動
に
お
い
て
表
出
さ
れ
る
礼
（
礼
制
）
の
存
在
を
明
ら
か
に

し
、
な
お
か
つ
そ
れ
が
各
国
で
独
自
に
作
ら
れ
る
法
を
超
越
し
、

東
ア
ジ
ア
諸
国
に
お
い
て
普
遍
的
で
あ
る
か
ど
う
か
を
明
ら
か
に

し
よ
う
と
し
て
い
る
点
に
独
創
性
が
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
試
み
は

理
に
か
な
っ
て
い
る
と
評
者
は
考
え
る
。
例
え
ば
、
第
一
部
第
一

章
の
「
仮
道
の
礼
」
の
存
在
か
ら
、
新
羅
や
百
済
が
日
本
の
遣
唐
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使
派
遣
に
際
し
て
、
滞
り
な
い
往
来
を
維
持
す
る
路
次
国
の
役
割

を
担
っ
て
い
た
こ
と
。
第
二
部
第
一
章
で
は
、
唐
の
周
辺
国
に
お

い
て
、
日
本
の
み
が
唐
と
同
様
に
慰
労
詔
書
を
利
用
し
て
新
羅
や

渤
海
を
夷
狄
と
し
て
扱
お
う
と
し
た
。
し
か
し
新
羅
や
渤
海
が
有

す
る
独
自
の
中
華
思
想
が
外
交
文
書
の
形
式
か
ら
は
う
か
が
う
こ

と
が
で
き
ず
、
そ
こ
に
は
規
定
さ
れ
な
い
こ
と
な
ど
を
明
確
に
述

べ
た
こ
と
。
ま
た
、
第
一
部
第
二
章
に
み
ら
れ
る
日
羅
関
係
の
再

検
討
で
は
、
著
者
独
自
の
時
期
区
分
を
行
い
、
従
来
の
い
わ
ゆ
る

「
大
臣
外
交
」
の
理
解
と
は
異
な
る
視
角
を
提
示
し
た
こ
と
や
、

遣
唐
使
の
保
護
依
頼
の
遣
新
羅
使
の
派
遣
が
Ⅱ
期
ま
で
遡
る
こ
と

が
で
き
る
と
し
た
こ
と
。
さ
ら
に
日
本
へ
の
牒
状
の
宛
所
が
太
政

官
か
ら
大
宰
府
に
な
っ
て
い
く
流
れ
に
つ
い
て
、「
大
宰
府
で
の

交
易
は
、
入
京
儀
礼
を
伴
う
君
主
間
外
交
の
使
者
で
な
い
た
め
で

あ
り
、
冷
遇
な
の
で
は
な
く
、
異
な
る
外
交
の
形
態
で
あ
っ
た
」

（
一
〇
七
頁
）
と
指
摘
さ
れ
た
こ
と
は
重
要
で
あ
る
。

　

藤
原
仲
麻
呂
の
外
交
政
策
に
つ
い
て
述
べ
た
第
四
部
第
一
章
で

は
、
従
来
新
羅
征
討
計
画
に
重
き
が
置
か
れ
て
い
た
対
外
関
係
史

料
を
、
藤
原
清
河
を
帰
国
さ
せ
る
た
め
の
視
点
で
あ
ら
た
め
て
読

み
直
し
、
説
得
力
を
持
っ
て
論
じ
て
い
た
。
そ
し
て
第
三
部
に
お

い
て
、
古
代
日
本
の
外
交
に
お
け
る
礼
の
受
容
の
画
期
を
律
令
に

求
め
る
の
で
は
な
く
、
そ
れ
以
前
の
七
世
紀
か
ら
の
連
続
性
で
捉

え
る
べ
き
で
あ
る
と
し
た
点
は
、
今
後
の
外
交
儀
礼
研
究
の
水
準

を
引
き
上
げ
た
も
の
と
評
し
た
い
。

　

一
方
、
今
後
さ
ら
に
議
論
を
深
め
て
い
く
べ
き
点
も
あ
る
よ
う

に
思
わ
れ
る
。
い
ず
れ
も
師
説
に
関
連
す
る
こ
と
で
あ
る
が
、
一

つ
は
、
第
二
部
第
二
章
・
第
三
章
で
扱
わ
れ
て
い
る
、
い
わ
ゆ
る

外
交
文
書
調
査
権
（
国
書
開
封
権
）
の
問
題
で
あ
る
。
関
連
史
料

の
一
つ
で
あ
る
、
前
述
の
『
続
日
本
紀
』
天
平
十
五
年
四
月
甲
午

条
記
載
の
「
書
奥
注
物
数
」
の
「
奥
」
字
を
「
直
」
字
と
す
る
こ

と
に
つ
い
て
、
石
井
正
敏
氏
が
新
日
本
古
典
文
学
大
系
『
続
日
本

紀
』
の
当
該
条
の
校
注
か
ら
、
直
字
が
『
日
本
紀
略
』
の
み
で
あ

る
こ
と
を
根
拠
に
退
け
て
い
る
と
述
べ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、

著
者
は
「
校
注
に
は
、
底
本
で
あ
る
蓬
左
文
庫
本
が
「
直
」
字
を

採
っ
て
い
る
旨
が
書
か
れ
て
い
な
い
た
め
、
石
井
氏
の
よ
う
に
解

釈
で
き
て
し
ま
う
。
し
か
し
、
蓬
左
文
庫
本
（『
続
日
本
紀 

蓬
左

文
庫
本
二
』
八
木
書
店
、
一
九
九
一
年
）
を
確
認
す
る
と
「
直
」

字
で
あ
る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
」（
一
七
五
頁
）
と
述
べ
る
。
だ

が
、
蓬
左
文
庫
本
が
新
日
本
古
典
文
学
大
系
本
の
底
本
と
し
て
利



108

用
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
本
書
の
凡
例
に
明
示
さ
れ
て
お
り
、
当
然

そ
の
こ
と
を
理
解
し
た
上
で
の
記
載
で
あ
り
、
文
脈
か
ら
「
奥
」

字
と
し
て
い
る
と
判
断
さ
れ
る
。
ま
た
、
こ
の
「
書
」
に
つ
い

て
の
石
井
氏
の
最
新
の
理
解
は
国
書
で
は
な
く
、「
何
ら
か
の
文

書
」「
贈
答
品
目
録
に
類
す
る
も
の
」「「
こ
れ
ま
で
別
紙
に
記
さ

れ
て
い
た
贈
り
物
の
品
目
・
数
量
を
、
今
回
は
（
使
旨
を
記
し
た

文
書
と
）
同
一
紙
に
記
し
た
こ
と
を
指
摘
し
た
も
の
」
と
解
釈

さ
れ
る
」（『
日
本
渤
海
関
係
史
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
一
年
、

五
六
二
・
五
六
六
頁
）
と
あ
る
。
一
方
で
蓬
左
文
庫
本
に
基
づ
い

て
「
直
」
字
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
そ
の
「
書
」
を
単
に
「
物
品

リ
ス
ト
」
と
解
釈
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
ろ
う
か
。
確
か
に
そ
れ

は
「
大
い
に
常
例
を
失
す
」
こ
と
に
は
な
る
が
、
評
者
は
疑
問
を

抱
い
た
。

　

次
に
「
表
函
」
や
「
渤
海
蕃
例
」
の
内
容
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら

も
現
状
で
石
井
氏
の
説
、
す
な
わ
ち
「
表
函
」
を
国
書
の
入
っ
た

「
函
」を
指
す
の
で
は
な
く「
国
書
を
含
む
一
式
」と
す
る
理
解
や
、

「
渤
海
蕃
例
」
が
『
類
聚
三
代
格
』
天
長
五
年
正
月
官
符
第
四
条

に
「
一
、
応
レ

写
二

取
進
上
啓
牒
一

事
、
右
、
蕃
客
来
朝
之
日
、
所
レ

着
宰
吏
、先
開
二

封
函
一

、細
勘
二

其
由
一

。
若
違
二

故
実
一

、随
即
還
却
、

不
レ

労
二

言
上
一

」
と
あ
る
国
司
に
よ
る
国
書
開
封
の
道
理
（
原
理
・

原
則
）
で
あ
る
こ
と
に
異
論
は
な
い
。「
啓
牒
を
写
し
取
り
進
上
」

す
る
と
は
、
君
主
が
発
給
す
る
文
書
（
啓
）
と
官
庁
が
発
給
す
る

文
書
（
牒
）
の
い
ず
れ
も
指
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
原
則
が
あ

り
な
が
ら
、
現
実
に
は
国
司
に
と
っ
て
あ
ま
り
に
強
大
な
権
限
で

あ
り
、
責
任
が
大
き
す
ぎ
た
た
め
、
朝
使
の
到
着
を
ま
っ
て
調
査

す
る
こ
と
が
通
例
で
あ
っ
た
（
石
井
著
書
六
〇
八
頁
）
と
い
う
理

解
で
十
分
成
立
す
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

第
三
部
第
二
章
に
あ
る
渤
海
王
大
欽
茂
の
高
麗
国
王
自
称
問
題

に
つ
い
て
は
、
著
者
が
述
べ
る
よ
う
に
果
た
し
て
日
本
側
に
よ
る

記
載
に
過
ぎ
な
い
の
か
、
今
後
さ
ら
に
活
発
な
議
論
が
展
開
さ
れ

て
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

　

以
上
、
本
書
は
古
代
の
対
外
交
流
史
研
究
の
水
準
を
新
た
な
段

階
に
引
き
上
げ
る
足
が
か
り
と
な
る
好
著
と
し
て
、
今
後
ま
ず
参

照
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
の
点
を
強
調
し
て
筆
を

措
く
こ
と
に
す
る
。


